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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、1990 年代の野宿者対策が想定する自立観と彼ら自身の労働観・生活観の齟齬、矛
盾を当事者たちの生活世界に分け入って明らかにすることに成功した。 




 第 2 章「野宿者の析出過程」では、野宿者の生活パターンが不安定化しながらも、〈労働によ
る自立〉という価値観を生活規範として内面化させ、かつ野宿生活に入った後も維持しているこ
とを、野宿者 700 人のインタビューから明らかにした。これは論者のオリジナルな発見である。 









 最後の第 5 章「『社会生活の拒否』という選択」では、本論文の結論が以下のように述べられ
ている。労働市場から排除された野宿者が野宿し続けることを選択するのは、〈自力で生きる〉
という生活規範に沿って〈生活の型〉が整序されるときに生ずる「社会的抵抗」であった。この
生活構造の持ち主にとって現行の自立支援策は、「一生、福祉の世話になって生きること」しか
意味せず、したがって、自力で生きようとすれば、もはや野宿生活の道しか残されていないこと
になる。 
 この結論は、一つの逆説を含意している。俗説では市民社会からの逸脱として理解されている
野宿が、じつは〈労働による自立〉や〈自力で生きる〉という市民社会の価値意識そのものへの
同調によってなされていた――この逆説の発見によって、本論文は都市下層研究に一定の貢献を
果たしたと言える。また、この逆説は、定着型野宿者の労働観をよく理解し得ないままに立てら
れた当時の野宿者対策の表面性と脆弱性を突くことによって、社会学的基礎研究の実践的有効性
を示した点でも、学術的意義が高い。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
